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研究者カップルの⤌⧊的ྲྀりᢅいについて 

 

 
 （ᒸ本ᣅኈ㸦ዉⰋඛ➃科学ᢏ⾡大学㝔大学 ⏨ዪඹ同参画室ۑ

 

 

 
はじめに 

 現ᅾ、日本のྛ大学・研究機関等においても、

⏨ዪඹ同参画活動が┒ࢇになされている。これら

のᐇにあたっては、本来⏨ዪඹにᢅࢃれるき

ところであるが、現ᅾዪ性研究者を特にྲྀ⤌対象

としてྲྀり上ࡆている。理⏤としては、➨㸱ḟ⏨

ዪඹ同参画基本計画の➨ 12 分㔝「科学ᢏ⾡・学

⾡分㔝における⏨ዪඹ同参画」の「基本的な考え

方」が分かりやすく、௨ୗにᘬ用する 

「科学ᢏ⾡・学⾡は、ᡃがᅜཬࡧே㢮社会のᑗ来

にࢃたる発展のための基┙であり、「知」の⋓得

をめࡄるᅜ㝿的な➇தが⃭化している。ᡃがᅜが

ᅜ㝿➇தຊを⥔持・ᙉ化し、多様などⅬや発を

ྲྀりධれた研究活動を活性化するためには、ዪ性

研究者の能ຊを最大㝈に発できるような環境

をᩚഛし、その活㌍をಁ㐍していくことが可Ḟ

である。また、科学ᢏ⾡・学⾡の⯆により、多

様で⊂的な最ඛ➃の「知」の資⏘を出するこ

とは、⏨ዪඹ同参画社会のᙧᡂのಁ㐍にも資する。 

しかしながら、ᡃがᅜの研究分㔝のዪ性の参画

状ἣは、他のඛ㐍ᅜとẚて౫然として十分で

ある。ዪ性研究者のⓏ用ཬࡧ活㌍のಁ㐍をຍ㏿す

るため、ዪ性研究者の出⏘・子⫱て等と研究との

୧❧のための環境づくりや、ዪ子学生・生ᚐの理

工系分㔝の㐍㊰㑅ᢥのᨭをᅗり、ྛ研究機関に

おけるඛᑟ的なྲྀ⤌のᡂ果の全ᅜ的なᬑཬ・定╔

を㐍めることによって、研究機関がᐇ態にᛂじて

✚ᴟ的ᨵၿᥐ⨨㸦࣏ジティࣈ・アクࣙࢩン）を᥎

㐍することをᨭするなど、科学ᢏ⾡・学⾡分㔝

におけるዪ性の参画ᣑ大を✚ᴟ的に᥎㐍する。」

(1)。 

 これらは、業等に対するものをྵめてᅜのᨻ

策の基本となる考え方であり、これに沿って、ྛ

大学・研究機関においてྲྀ⤌が行ࢃれている。ᖹ

ᡂ 18年ᗘからは、科学ᢏ⾡⯆調ᩚ費による「ዪ

性研究者ᨭࣔデル⫱ᡂ」事業が㛤始され、これ

をᮇにྛ機関において環境ᩚഛを行い、⏨ዪඹ同

参画を担ᙜする࣏ストがタけられる等、ྛ機関の

⊂自性にあࢃせ、✚ᴟ的な᥎㐍がᅗられている。

現ᅾまで、これらの活動の㐍展は主に㔞的なもの

で計られている。一ୡ代๓のᅜの基本計画である、

➨୕ᮇ科学ᢏ⾡基本計画「この 5 年間で自然科学

系ዪ性研究者の᥇用合 25㸣」や➨二ḟ⏨ዪඹ同

参画基本計画「2020 年までに指ᑟ的❧場のዪ性

ẚ⋡ 30㸣」といった目ᶆは、現状において㐩ᡂが

ཝしい状ἣではあるが、それぞれ目ᶆが新たな基

本計画にᘬき⥅がれ、様々なᨻ策やྲྀ⤌がᐇさ

れている㸦2）。 

一方、ྲྀ⤌をᐇ㝿に行うྛ機関の⏨ዪඹ同参画

担ᙜ部⨫等の現場においては、ྲྀ⤌をᐇする中

で、ᐇ務的、理的、⤒Ⴀ的、研究の活性化とい

った様々な観Ⅼを考慮しつつ、そもそもの目的で

ある「ዪ性研究者の能ຊを最大㝈に発」できる

よう、᳨ウ、調ᩚ、ᐇを行っている。本発⾲で

は、上㏙のᩘ್目ᶆ等のᨻ策のᐇを๓ᥦとした

上で、その㝿にዪ性研究者のᢪえるᚋの大きな

ၥ題になると考えられる、研究者カップルについ

て、ᩚ理、᳨ウしたい。 

 

研究者カップルとは 

 本発⾲では、研究者同ኈで፧ጻ関ಀにあるもの

を研究者カップルとࡪ。ⱥ語では、Dual-Career 

Academic Couples等とࡤれている。 

この研究者カップルは、研究者間において一⯡

的なものである。2007年ᗘに⏨ዪඹ同参画学༠会

連⤡会によって行ࢃれた科学ᢏ⾡系ᑓ門職にお

ける⏨ዪඹ同参画ᐇ態の大つᶍ調査においては、

ዪ性研究者の配അ者の 66%が大学・研究機関等ま

たは会社ဨの研究ᢏ⾡職であった(3 ᅗ 1)。 

 

 
ᅗ 1 配അ者の職 出㸸㸦⏨ዪඹ同参画学༠会連

⤡会「科学ᢏ⾡系ᑓ門職における⏨ዪඹ同参画ᐇ

態調査」ᅗ 1.60） 
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また、大学レ࣋ルの調査でも、えࡤ大㜰大学に

おいては、ዪ性研究者の 56.5%の配അ者が大学研

究者であった㸦4）。፧ጻ関ಀは事務的には⚾的な

ものとྲྀりᢅうことも多いが、結፧しているዪ性

研究者の༙ᩘ௨上の配അ者が研究者であること

は、ዪ性研究者の社会的な特ᚩの一つとしてこれ

を㋃まえなけれࡤ、ዪ性研究者の能ຊを最大㝈に

発するようなྲྀ⤌は㞴しい。一方、ᅗ 1の通り、

⏨性研究者においては、配അ者の༙ᩘはᑓ業主፬

であり、この๓ᥦで᪤Ꮡの社会ไᗘが構築されて

いることをグしておく。 

 

研究者カップルのၥ題

研究者カップルのၥ題についての日本語の文

献は現ᅾまで少ないが、ᑠ川㸦2009）のᴫㄝにお

いて、Dual-Career Academic Couplesၥ題として

ྲྀり上ࡆられている(5)。ここでは、そのၥ題Ⅼ

として「・・・ዪ性がᚑ来の研究ᣐⅬにとどまる

場合もあろうが、夫の㉱௵ᆅに⛣ることもあろ

う・・・ᮾிのような大㒔会であれࡤともかく、

ᆅ方では高学Ṕのጔのᑵ職ඛは容᫆には見つか

らない。・・・たとえ 2 ே一⥴にᑵ職できても、

ḟに 2ே同時にキャリアアップにつながるような

㌿職をすることはさらにᅔ㞴である」といった描

写がなされている。つまりこれはேᮦၥ題であり、

現ᅾ、日本においてもⱝ手を中心に研究者の流動

性が高まっているが、その結果、カップルのうࡕ

のどࡕらかのキャリアアップが㜼ᐖされかࡡな

い、あるいは別ᒃをవなくされることになる。

また子౪がいれࡤ、どࡕらかに⫱ඣ負担が集中す

る。現状、日本においてはዪ性研究者がᐙ事・⫱

ඣ負担を担うことがとࢇどであり(3)、ዪ性研

究者のキャリアアップを㜼ᐖしていると᥎ さ

れる。 

これに対して、ア࣓リカではඃ秀な研究者の確

保とそのᚋの活㌍に重Ⅼを⨨き、一つの研究ᣐⅬ

でカップルを㞠用する「Dual Hires」や職の࣏ࢧ

ートを機関として行っていることが多い(6)。そ

の結果、1970年代に Dual Hiresは全యの 3%であ

ったものが、2000年代には 13%となっているか、

配അ者の職の配慮にḞけると、ඃ秀な研究者の

リクルートにኻᩋしかࡡない現状が指されて

いる。 

このようなどⅬにおける日本のྲྀ⤌は、えࡤ

ᾏ㐨大学において 2008 年 7 ᭶ 10 日から 12 日

にかけて㛤かれたඛ㥑的なࢩン࣏ジウ࣒

「 Sustainable Should Be Female Scientists 

‘Career’」でなされ、またᾏ㐨大学では学内

外の公ເ情報をᥦ౪するなどのྲྀ⤌がなされて

いる(7)。しかし、༟㉺したᩍဨの確保に関する

事としては、まだྵまれていない等(8)、日本

ではᗈまっているとはゝいがたい。ඃ秀なேᮦに

Ⰻい᮲件を、というᛮ考が、特にᅜの⛯にとࢇ

どを㢗るᅜ❧大学法ேや⊂❧行ᨻ法ேにはなじ

まない可能性もあるが、その他にもᗄつかၥ題Ⅼ

が考えられる。 

 

┈相のၥ題 

 そもそもア࣓リカにおいても、௨๓は⦕ᨾ㞠用

⚗Ṇつ定があり、日本においても職場結፧で結፧

ᚋにዪ性が㏥職することはᙜ然のこととされて

いた(9)。このような፧ጻを理⏤とするゎ㞠や職

場間の異動௧については、そのᚋの⏨ዪ㞠用機

会ᆒ等法のᨵ正等を⤒て、ᙉくไ㝈を受けている。 

 ⦕ᨾ㞠用は、能ຊ的に㐺ษでないேを㞠用につ

ながることの他、仕事上┈相の状ἣを多ᩘస

りだすことが懸念される。このうࡕ、๓者は㐺ษ

な公ເ等のᐇにより対ฎが可能と考えられる

が、ᚋ者については౫然懸念がṧる。ᴟ➃なを

一つあࡆれࡤ、同じ大学においてあるዪ性ᩍဨが

ラス࣓ント相ㄯဨになったとして、配അ者であࣁ

る⏨性ᩍဨの学生がࣁラス࣓ントを受けた場合、

ᐇ㝿に相ㄯを受けることができるか、また相ㄯを

受けた場合どのように対ฎすれࡤよいか、といっ

たၥ題である。このようなは同じ職場にいるこ

とで、㠀ᖖに多く発生するものと考える。このよ

うなが㐺ษかどうかは明だが、ᐇ㝿に社会ኚ

化が㐍ࢇだア࣓リカにおいても、44%の研究者が、

ᙉく、あるいはある⛬ᗘ、同じ職場で働くことに

よる┈相を懸念している(6)。 

 このような┈相を㑊けるためには、まずそ

れらの研究者カップルをその仕事から㝖して

しまうのが一␒⡆౽で確ᐇな方法である。しかし、

┈相をཝᐦに㝖することはᅔ㞴である。

えࡤ、ᅜのᑂ㆟会において∦方の性別が 20-40%

௨ୗにならないようにする㸦㐩ᡂ時ᮇによる）と

いった目ᶆが❧てられているが、20%であっても、

ዪ性研究者の配അ者の༙ᩘ௨上が研究者であり、

しかも同じ業⏺にいる可能性が高いと考えれࡤ

㸦日本では明だが、Singerらのア࣓リカにおけ

る研究によれࡤ、えࡤ自然科学系では研究者の

配അ者をもつዪ性研究者の 83%が、配അ者と同じ

分㔝に属する(6)）、₯ᅾ的な┈相関ಀまで

㝖して、㐺ษな能ຊを持ったேを㑅ࡪことは現ᐇ

的にᅔ㞴である。また、ዪ性の能ຊを最大㝈に発

するといった観Ⅼにおいても、現ᅾはまだ少ᩘ

のዪ性を✚ᴟ的に活用することが望まれ、そのた

めには、┈相を㐺ษに࣐ネジ࣓ントをするᚲ

要がある。 

 

ᚋの対ᛂ 

 夫፬の同ᒃ、相ᢇຓはẸ法にも定められた⩏
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ᚋの対ᛂ 

 夫፬の同ᒃ、相ᢇຓはẸ法にも定められた⩏

務である。そのような社会的ഃ㠃にຍえて、ዪ性

研究者の増ຍཬࡧ活用と、そのための⏨ዪの研究

者とも研究と生活の㐺ษな୧❧とに向けては、

┈相のၥ題はあるものの、Dual Hiresを✚ᴟ的

に㐍める、少なくともそれを可能とするᯟ⤌ࡳを

ᩚえるᚲ要があると発⾲者は考える。 

 特に大学においては、┈相࣐ネジ࣓ントは

⏘学連ᦠの観Ⅼで行ࢃれているものが多く、ぶ᪘

関ಀにおいては㝖外することで対ฎしているも

のが多い。この┈相࣐ネジ࣓ントを、ᩍ⫱㠃

や研究室㐠Ⴀまでᣑࡆ、፧ጻ関ಀにいるものが学

内に一定ᩘいるという๓ᥦでこれをᩚ理するᚲ

要がある。これにより、┈相の懸念からᚷ

㑊されていた部分についてもዪ性研究者の活用

が㐍ࡴだけでなく、研究者カップルᙜே㐩にとっ

ても、「職場での公⚾混同をᡄめる」といった抽

象的なものから、ලయ的にྲྀるき行動、㑊ける

 。れるࢃき行動の指㔪がはっきりするとᛮ

 またこれらの基┙となるき、研究者カップル

に対する㐺ษな調査研究も日本において足し

ている。特に、ዪ性研究者の⫱ᡂ、活用において

研究者カップルであることの影響は、研究者の⫱

ᡂがಶேレ࣋ルや自ຓດຊで行ࢃれることの多

い日本においては重要である。また、日本におい

てもᐇ㝿に Dual Hires の研究者はすでに多ᩘᅾ

⡠しており、┈相࣐ネジ࣓ントやዪ性研究者

の⫱ᡂにおいては、ᙼらᙼዪらの知見ཬࡧノウࣁ

ウを得ておくことも大ษだと考える。 

 

ͤ本発⾲はಶே的知見ཬࡧ論考から行う発⾲で

あり、ᡤ属する⤌⧊のᐇと関ಀがないこと、ཬ

ᡤ属する⤌⧊の意見をᫎしたものではない、ࡧ

ことをグする。 
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